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市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
記
録
的
な
酷
暑
を
は
じ
め
、

二
十
一
年
ぶ
り
の
浅
間
山
の
噴
火
、
台
風

の
度
重
な
る
襲
来
、
新
潟
県
中
越
地
震
な

ど
、
自
然
・
経
済
と
も
に
不
安
感
の
漂
う

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
は
じ
め
、
海
外
に
お
け
る
日
本
人

の
大
活
躍
に
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
、
本
市
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
の
功
労
顕
彰
や
記

念
事
業
を
は
じ
め
、
３
・
３
・
１
環
状
線

(

北
回
り)

の
開
通
、
川
田
小
学
校
校
庭
造

成
事
業
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
「
な
ぎ
な
た
交

流
大
会
」
の
開
催
な
ど
、
各
般
に
わ
た
る

事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
四
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
駅
前
広
場
整
備
や
農
村
環

境
整
備
な
ど
、環
境
面
に
配
慮
し
た
事
業
の

推
進
は
も
と
よ
り
、子
育
て
支
援
や
高
齢

者
・
障
害
者
対
策
な
ど
の
福
祉
施
策
の
充

実
と
教
育
文
化
の
向
上
、
活
力
と
個
性
あ
る

産
業
の
振
興
を
念
頭
に
、
安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

景
気
の
先
行
き
に
わ
ず
か
な
が
ら
明
る

さ
が
見
え
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
本
市

も
極
め
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
沼
田
市
民
憲
章
、

森
林
文
化
都
市
宣
言
の
基
本
理
念
を
は
ぐ

く
み
な
が
ら
、「
す
べ
て
の
市
民
が
明
る

く
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
、
活
力
あ
る

二
十
一
世
紀
」
を
目
指
し
た
市
政
運
営
に

意
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

来
る
二
月
十
三
日
に
は
、
白
沢
・
利
根

両
村
と
の
合
併
に
よ
り
、
新
沼
田
市
が
誕

生
す
る
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。
市

政
執
行
に
お
け
る
基
本
姿
勢
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
行
政
運
営
で
あ

り
、
不
偏
不
党
、
公
平
、
公
正
、
公
開
を

基
本
と
し
て
、
市
民
と
行
政
と
が
情
報
を

共
有
し
、
連
携
す
る
中
で
、
共
創
と
協
働

を
進
め
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
議
会
の
ご
指
導
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
記
念
す
べ

き
年
を
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多

幸
を
祈
念
し
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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沼 田 市 長
星 野 已喜雄
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謹
賀
新
年
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご

健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
く
素
晴
ら
し
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
念
願
を
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
一
年
間
を
通
じ
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
市
に
あ
っ
て
は
白
沢
・
利
根
両
村

と
の
協
議
が
整
い
、
二
月
十
三
日
を
も
っ

て
新
市
の
誕
生
と
な
る
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

市
、
二
村
の
皆
さ
ま
と
手
を
取
り
合
っ

て
心
豊
か
な
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
、
そ

し
て
経
済
力
豊
か
な
ま
ち
、
市
政
発
展
に

向
け
な
お
一
層
努
力
し
、
市
民
皆
さ
ま
と

共
に
頑
張
る
こ
と
の
決
意
を
新
た
に
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
昨
年
の
夏
は
大
変
厳
し
い
暑

さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
秋
は
天
候
不
順
の

た
め
に
農
作
物
の
収
穫
に
悪
影
響
の
あ
っ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
台
風
の
被
害
、
浅

間
山
の
噴
火
と
新
潟
県
中
越
地
方
の
地
震

発
生
に
よ
る
被
害
、
自
然
災
害
に
対
す
る

弱
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、明
る
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
は
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
日
本
の
お
家
芸
と
も
言
わ
れ
て
い
る
柔

道
・
体
操
・
水
泳
・
レ
ス
リ
ン
グ
・
マ
ラ

ソ
ン
、
加
え
て
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど
で
の

選
手
の
活
躍
は
、
日
本
中
の
人
々
に
感
動

と
喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

沼
田
市
に
あ
っ
て
は
第
十
七
回
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
「
な
ぎ
な
た
交
流
大
会
」

が
開
催
さ
れ
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
早
く

か
ら
の
準
備
周
到
に
よ
り
大
会
が
大
成
功

に
収
束
さ
れ
、
訪
れ
た
選
手
や
関
係
者
が

感
激
し
帰
郷
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
二
十
一
日
に
は
、
市
制
施
行
五

十
周
年
・
水
道
布
設
八
十
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者

を
お
迎
え
し
盛
大
に
式
典
が
挙
行
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
政
府
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
観
光
立
国
行
動
計
画
」「
訪
日
旅

行
者
倍
増
計
画
」を
い
ち
早
く
取
り
組
み
、

経
済
の
建
て
直
し
を
図
る
こ
と
も
重
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
議
会
の
権
能
を
高
め
、
議
会
制

民
主
主
義
を
貫
き
正
道
を
歩
み
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

市
民
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
を
迎
え
て
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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沼田市議会議長



本
市
と
白
沢
村
・
利
根
村
と
の
合

併
に
つ
い
て
、
十
二
月
二
十
日
、
群

馬
県
議
会
で
の
議
決
（
第
一
四
六
号

議
案
＝
利
根
郡
白
沢
村
及
び
同
郡
利

根
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
沼
田
市

に
編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
）
を
経

て
、
十
二
月
二
十
一
日
付
で
群
馬
県

知
事
が
沼
田
市
･
白
沢
村
･
利
根
村
の

合
併
を
決
定
し
、
同
日
、
群
馬
県
庁

に
お
い
て
小
寺
知
事
か
ら
三
市
村
長

へ
合
併
決
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
付
で
県
知
事
か
ら
総

務
大
臣
へ
の
届
け
出
が
行
わ
れ
、
官

報
に
告
示
さ
れ
た
段
階
で
正
式
に
合

併
が
決
ま
り
、
二
月
十
三
日
に
新

「
沼
田
市
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

合
併
の
日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で

の
間
、
現
在
三
市
村
に
設
置
さ
れ
て

い
る
農
業
委
員
会
の
区
域
ご
と
に
、

現
行
の
ま
ま
農
業
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
委
員
の
報
酬
は
、
合
併
前
の
そ

れ
ぞ
れ
の
報
酬
と
す
る
特
例
条
例
が

十
二
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
上
程
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
三
つ
の
農
業
委
員
会

は
、
七
月
二
十
日
か
ら
合
併
後
の
沼

田
市
を
区
域
と
す
る
農
業
委
員
会
に

統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
特
定
政

策
室
1
内
線
３
２
２
４
へ
。
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広報ぬまた 平成17年１月１日

県
知
事
か
ら
合
併
決
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た�

県
知
事
か
ら

が
交
付
さ
れ
ま
し
た�

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を

市町村合併とは
シリーズ３５

合併に伴う納税の方法と
振替口座の統一について

口座振替手続きの
凍結期間について

２月13日の白沢村、利根村との合併後の納税方法は、

現行のとおり口座振替または納付書による金融機関な

どへの直接納付になります。

固定資産税など合併する２以上の市村において同一

の名義で課税されている人は、納付書が１枚に統合さ

れます。そのため、納付書が統合される税目で、納税

方法が異なる場合（口座振替または直接納付）や、異

なる口座から振り替えをしているときには、納付方法

や口座の選択をしなければなりません。

該当される人には、12月中に通知をいたしましたが、

該当すると思われる人で通知がない場合には、税務課

納税係までお問い合わせください。

口座振替は、税目ごとに振替口座を指定できます。

口座振替を開始したい人、金融機関や振替口座を変更

したい人、口座振替を取消ししたい人については、新

たに金融機関での手続きが必要となりますので早めに

手続きを済ませてください。

現在、白沢村、利根村において課税されている税金

については、12月17日から２月13日までの間は金融

機関での受け付けができませんので、合併後に手続き

をしてください。

詳しいことは、税務課納税係1内線３１４０へ。

農
業
委
員
会
は

７
月
20
日
に
統
合

群馬県庁において小寺知事から合併決定書の交付を受ける
星野市長と（左から）星野利根村長、根岸白沢村長
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沼田市役所 1代表23－2111

町　名

東倉内町

西倉内町

柳　　町

高橋場町

桜　　町

上 原 町

東原新町

西原新町

坊新田町

下 之 町

鍛 冶 町

榛 名 町

清 水 町

薄 根 町

戸鹿野町

新　　町

馬 喰 町
上之町・中町

材 木 町

１～７
８～13
１～６
７の１～10
１.７.８
２～６
１～６
７～11
12～16
17～20
21.22.25.26
23.24.27.28
29～31
１～５.７.８
６.９～11
１～３
４～６
１～４
５～７
８～10
11.12
１～４
５～９
10～13
１～10
11～14

全町
１～４.９
５～８
10～12 
全町
１～６
７～13
全町
１～５
６～７
１～７
８～15
16～20
１.２
３
全町
全町
全町
１.２
３～５

阿　部　祥　司
堀　口　久美子
安　原　喜美子
熊　澤　光　子
吉　野　宇　平
石　田　哲　男
宮野入　　　貢
赤　石　房　子
土　屋　幸　男
松　木　スズミ
久　本　克　介
中　村　ひろ子
晴　智　まさ子
中　澤　静　代
藤　田　た　み
清　水　スミ子
大　淵　すゑ子
倉　品　延　惠
倉　田　紀　江
金　子　順　子
林　　　三　郎
大　島　香代子
永　井　　　徹
星　野　照　子
吉　澤　初　枝
奈　良　ヒフ代
宮　前　秀　平
武　田　信　夫
松　井　正太郎
武　藤　昌　芳
菊　地　洋　子
佐　藤　敏　子
千　明　康　子
清　水　喜代美
田　村　孝　雄
小　池　よし子
西　田　五十鈴
金　子　幸　雄
林　　　かをえ
石　井　ミツ江
星　野　　　巖
内　山　陸　子
坂　爪　清　子
武　井　恒　雄
林　　　マ　ツ
倉　品　喜久枝
片　野　貞　二

２４－２９９７
２４－０６２５
２２－３６６３
２３－１８２０
２３－０５６３
２２－５０８２
２４－２１４５
２３－３７２４
２２－４８９６
２３－５４６０
２４－３５２９
２３－２１６０
２３－３２０７
２２－４０８４
２４－２１５９
２３－０２７０
２３－５５５１
２２－９３３８
２４－９８３３
２３－２６７１
２４－２１７８
２２－４５９１
２２－４１５６
２３－１３９３
２２－４０８３
２３－３４８７
２４－１６１５
２４－０５２３
２３－３８７２
２２－２９６１
２３－４７０５
２３－３９５９
２２－２９３２
２３－０９７８
２４－９４４６
２２－２１１１
２２－５０８８
２３－４１５８
２４－２１５１
２３－２０１２
２２－３５９０
２３－０７５０
２２－２９５５
２３－６９１４
２３－５６５３
２３－６８７６
２４－１４７８

担 当 地 区 氏　　　名 電　　話

沼 須 町
上沼須町

下久屋町

町　名
上 久 屋 町
久 屋 原 町

横 塚 町

栄 　 　 町

佐 山 町

上 発 知 町

中 発 知 町
発知新田町
下 発 知 町
岡 谷 町
奈 良 町
秋塚町･奈良南部
下 沼 田 町
白岩町･硯田町
恩 田 町
井土上町(上)
井土上町(下)
宇楚井町･原町･堀廻町
大釜町･善桂寺町
石 墨 町
戸 神 町
町 田 町
上 川 田 町

下 川 田 町

篠尾町･下川田大竹
今井町,下川田横子･旭
屋 形 原 町

岩 本 町

東 倉 内 町
高 橋 場 町
西 原 新 町
薄 根 町
上 久 屋 町
栄 　 　 町
佐 山 町
岡 谷 町
硯 田 町
恩 田 町
上 川 田 町
下 川 田 町

全町
全町
東部
中部
西部
東部
西部
全町
北･中部
南部
全町
全町
全町
全町
北･中部

全町

全町
全町
全町

全町
全町
全町
全町
宮塚･滝･平井
内宿･前宿･前原
田中･入沢

全町
田幸･中組
上組･上野

主任児童委員

川　田　正　彦
小　林　澄　雄
戸　田　トモ子
勝　見　國　義
山　口　冨士子
宮　澤　　　育
�　原　　　清
山　田　せつ子
齋　藤　わか子
横　坂　和　子
木　村　淳　一
�　橋　昭　一
角　田　和　子
小　林　　　博
大河原　元　春
松　井　球　江
佐　藤　重　一
清　水　拓　司
�　野　久美子
内　田　里　美
小　池　良　一
安　原　　　伸
松　井　ま　つ
田　村　莊　二
加賀美　　　勝
牛　口　す　み
岡　野　行　男
平　井　勝　惠
太　田　とり子
塩　野　泰　子
木　暮　シズ江
澁　谷　和　男
生　方　隆　夫
生　方　勝二郎
生　方　く　み
森　田　經　代
石　垣　惠　美
戸　部　君　枝
本　多　加代子
染　谷　和　江
峯　川　香津子
増　田　洋　子
佐　藤　文　子
片　野　京　子
山　口　和　代
大　竹　令　子
平　井　彌　生

２３－４５２８
２３－４８９９
２３－６１７３
２４－２８９６
２３－１０９７
２３－０７７８
２４－５５９６
２３－９５０５
２３－９６３０
２３－９７０８
２３－９８８７
２３－９３０４
２３－９５９４
２４－５９７１
２３－５９２７
２４－５９１６
２４－０３６２
２４－５５８８
２２－３４２６
２４－４３８２
２３－０２８８
２４－１９６０
２３－２７４１
２３－２５９２
２３－３４９４
２４－０３９２
２２－７０９８
２４－８４６４
２３－５１７４
２４－８９４８
２４－８２０５
２４－８９９３
２４－８６９６
２４－８２６２
２４－８２９６
２２－３４７１
２２－５８２４
２２－２５８３
２２－３９１２
２３－８２８８
２３－０７２５
２３－９７２５
２３－４９５５
２４－４３２１
２３－５３４７
２４－８０８５
２４－８４８２

担 当 地 区 氏　　　名 電　　話

あなたの町の民生委員・児童委員

民生委員・児童委員は、全ての地域に配置されています。
また、民生委員・児童委員の中には、児童福祉を専門に担当し、活動する「主任児童委員」がいます。
民生委員・児童委員には、守秘義務があり相談の内容や秘密が漏れることはありません。
詳しいことは、社会福祉課社会係(保健福祉センター内)1内線７６２４２へ。

（敬称略）



国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
の
ほ

か
に
、
事
故
や
病
気
で
重
度
の
障
害

を
負
っ
た
り
、
小
さ
い
子
ど
も
を
残

し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
て
い
れ
ば
、
上
乗
せ
し
て
障
害
厚

生
年
金
や
遺
族
厚
生
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な

け
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
も
年
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

年
金
は
、
老
後
の
保
障
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
と
き
に
は
「
障

害
年
金
」、
結
婚
を
し
た
ら
「
遺
族

年
金
」、
老
後
に
は
「
老
齢
年
金
」
と

生
涯
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
安
心
を
支

え
て
い
ま
す
。

万
一
に
備
え
、
そ
し
て
、
老
後
の

生
活
に
備
え
て
保
険
料
は
必
ず
納
め

ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
み
ん
な
で
保
険
料

を
負
担
し
、支
え
合
う
制
度
で
す
が
、

所
得
が
低
い
人
や
突
然
の
災
害
・
失

業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
と
き
に
は
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
本
人
が
納
め
ら
れ
な
い

場
合
で
も
、
世
帯
主
や
配
偶
者
に
も

保
険
料
の
納
付
義
務
が
あ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

二
十
歳
に
な
る
と
学
生
も
国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
学
生
は
、
世
帯
主
の
所

得
に
関
係
な
く
、
申
請
し
て
承
認
を

受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
十
年

間
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
学
生
で
あ
る

期
間
は
、保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
、

事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に

は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
特
例
期
間
後
、
十
年
以

内
に
保
険
料
を
追
納
し
な
い
と
、
老

齢
基
礎
年
金
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

四
月
か
ら
、
十
年
間
の
特
例
措
置

と
し
て
、
所
得
が
一
定
額
以
下
の
若

年
者
に
つ
い
て
も
、
世
帯
主
の
所
得

に
関
係
な
く
、
申
請
し
て
承
認
を
受

け
る
と
、
学
生
と
同
様
に
保
険
料
の

納
付
が
十
年
間
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

未
納
の
ま
ま
に
し
て
無
年
金
者
と
な

ら
な
い
た
め
に
、
免
除
な
ど
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
年
金
係

1
内
線
３
１
３
５
、
ま
た
は
、
渋
川

社
会
保
険
事
務
所
1
０
２
７
９
�

１
６
１
１
へ
。
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

(

外
国
人
を
含
む)

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
す
で
に
就
職
し
て
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
以
外
は
、
20
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

成人式を迎える皆さん、おめでとうございます

限りない可能性と希望を胸に新成人として

大人の仲間入りをされる皆さんに

国民年金と献血、選挙についてお知らせします

源泉徴収票が送付されます

老齢年金受給者の皆さんへ

老齢年金を受けている人には、１月末まで

に、社会保険業務センターから「公的年金等

の源泉徴収票」が送付されます。

年金のほかに収入があり、確定申告をする

ときには、この源泉徴収票が必要です。

１月中に源泉徴収票が届かない場合や紛失

したときは、年金証書を持参のうえ、渋川社

会保険事務所で再発行の手続きをしてくださ

い。また、市民課年金係に申請はがきを用意

してありますので、郵便で再発行申請するこ

ともできます。

遺族年金や障害年金には、税金がかかりま

せんので、源泉徴収票は送付されません。

若
い
人
こ
そ

必
要
な
万
一
の
給
付

保
険
料
の
免
除
制
度

学
生
に
は

保
険
料
納
付
特
例
制
度

30
歳
未
満
の

若
年
者
に
も
猶
予
制
度
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一
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま

で
、
今
年
成
人
式
を
迎
え
る
二
十
歳

の
皆
さ
ん
に
献
血
へ
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
か
け
る
「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

人
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
な
血
液
は
、
科
学
が
進
歩
し
た
現

在
で
も
、
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
病
気
や
け
が
の
治
療
な

ど
に
使
わ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
、
皆

さ
ん
の
献
血
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て

い
る
た
め
、
常
に
安
定
し
た
供
給
を

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

献
血
は
、
健
康
な
人
だ
け
に
で
き

る
善
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
あ

た
た
か
な
思
い
や
り
の
心
で
、
誰
か

の
健
康
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

献
血
に
使
用
さ
れ
る
器
具
は
、
一

人
ひ
と
り
新
し
い
も
の
を
使
用
し
て

い
ま
す
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
感

染
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

医
師
が
問
診
を
行
い
ま
す
の
で
無
理

生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
の
意
見
が
政
治

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
与
え

ら
れ
た
選
挙
権
は
、
先
人
が
長
い
年

月
を
か
け
、
多
く
の
努
力
を
し
て
手

に
入
れ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
一
票
は
、
多
く
の
意
見

の
中
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
票
が
私
た
ち
の

声
に
な
り
ま
す
。

昨
年
七
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
群

馬
県
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
に
お
け
る
本

市
の
投
票
率
は
、
五

六
・
五
四
％
で
し
た
。

「
政
治
や
選
挙
の
こ

と
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
て
投
票
を
し

な
い
で
い
て
も
絶
え
ず
政
治
は
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
望
む
社
会
は
、
私
た
ち

が
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
多
く
の
意

見
を
投
票
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

選
挙
の
と
き
は
、
棄
権
す
る
こ
と

な
く
「
大
切
な
一
票
」
を
必
ず
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
1
内
線
３
２
１
７
へ
。

な
献
血
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
献
血
事
業
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
予
防
係

1
内
線
７
６
２
０
６
へ
。

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

皆さんの健康な血液で支えられています

あ
な
た
の
一
票
を
大
切
に

沼田小学校１年　田邊寛大くん

平
成
16
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
受
賞
作
品

二十歳の
皆さんへ

３月までの市民献血のお知らせ
◆１月５日(水) 市役所市民ホール
◆３月１日(火) 保健福祉センター
◆受付時間

午前10時から正午まで
午後1時から3時30分まで

※運転免許証や健康保険証など、
本人であることを証明できる
ものをご持参ください。

二十歳の
皆さんへ

若
い
皆
さ
ん
へ



自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
、
ご

み
を
減
ら
し
、
資
源
を
無
駄
づ
か
い

し
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
を
作
る

た
め
に
、メ
ー
カ
ー
や
関
連
事
業
者
、

車
の
所
有
者
の
役
割
を
定
め
た
法
律

で
す
。
原
則
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
、
バ

ス
な
ど
の
大
型
車
や
商
用
車
を
含

む
、
す
べ
て
の
四
輪
自
動
車
が
対
象

で
す
。

車
ご
と
に
メ
ー
カ
ー
や
輸
入
事
業

者
が
設
定
し
ま
す
。
順
次
公
表
さ
れ

る
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
料
金
は
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ

ス
ト
（
車
の
解
体
、
破
砕
後
に
残
る

廃
棄
物
）、
フ
ロ
ン
や
エ
ア
バ
ッ
グ

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
使
わ
れ
ま
す
。

新
車
は
購
入
時
に
、
今
お
乗
り
の

車
は
最
初
の
車
検
時
ま
で
に
、
車
検

前
に
廃
車
と
な
る
場
合
は
廃
車
時

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
お
支
払
い

が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ

ー
1
０
３(

５
６
７
３)

７
３
９
６

(

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
土
・

日
・
休
日
を
除
く)

へ
。

十
一
月
十
三
日
（
土
）
に
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
第
十
八
回

福
祉
バ
ザ
ー
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
厚

意
に
よ
り
五
千
点
を
超
え
る
品
物
を

寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
前
十
時
の
開
場
と
と
も
に
、
た

く
さ
ん
の
人
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ

い
た
売
上
金
は
、
七
十
七
万
二
千
八

百
四
十
二
円
に
も
の
ぼ
り
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
収
益
は
、
社
会
福
祉
事
業
向

上
の
た
め
に
還
元
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
と
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1
�
１
９
９
０
へ
。
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１月１日から

自動車リサイクル法がスタート自動車リサイクル法がスタート

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
に

つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の

支
払
い
に
つ
い
て

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

忘れずに済ませましょう

償却資産の申告

１月１日現在、事業を営んでいて

事業用に使用している償却資産（事

務機器､機械装置､構内の舗装など）

を持っている人には、土地や家屋と

同じく固定資産税が課税されます。

該当する人は、申告義務がありま

すので、償却資産の申告書を１月31

日（月）までに税務課資産税係へ提

出してください。

なお、申告の用紙が必要な場合は

ご連絡ください。

詳しいことは、同係1内線３１４

６へ。

新　　　　車

今お乗りの車

車検前に廃車
となる場合

購入時

車検時
までに

廃車時

支　払　時　期 支　　払　　先

新車ディーラー 資
産
管
理
法
人

（
財
）
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

促
進
セ
ン
タ
ー

運輸支局内の窓口や
整備事業者

自治体に登録した引取業者



農
林
水
産
省
で
は
、
二
月
一
日
現

在
で
全
国
一
斉
に
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
農
林
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
国
や
県
、
市
に
お
け
る

農
林
業
の
政
策
の
基
礎
資
料
と
な
る

極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

調
査
の
対
象
は
農
家
や
林
家
を
は

じ
め
と
し
た
す
べ
て
の
農
林
業
関
係

者
で
す
。

二
月
下
旬
か
ら
、
対
象
と
な
る
皆

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
伺
い
、

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
ほ

か
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
後
日
、
調
査
員
が
回
収

に
伺
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
企
画
調

整
係
1
内
線
３
２
２
３
へ
。
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ご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力くださいご協力ください

２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス２月１日農林業センサス

沼田市外三箇村清掃施設組合
指名競争入札

参加資格審査の申請

平成17年度と18年度に、沼田市外三箇村清掃

施設組合が発注する建設工事、測量・設計・調

査・施設運転保守管理などの委託事業、物品の

購入の指名競争入札に参加を希望する業者は、

次のとおり参加資格審査申請書を提出してくだ

さい。

申請書 群馬県様式、または国土交通省様式を

使用（規格Ａ４判）

提出書類 建設業(等)許可証明書、登記簿謄本、

財務諸表、営業所一覧表、印鑑証明書、建退

共または中退金組合の加入証明書、納税証明

書、経営事項審査結果通知書の写しなど

※ファイルにとじて提出してください

受付期間 ２月１日(火)から28日(月)までの午前

８時30分から午後５時15分まで（土・日・休

日を除く。郵送の場合は28日必着のこと）

申請先 沼田市外三箇村清掃施設組合（〒３７

８―００３３　沼田市白岩町２２６）

２月13日の合併により、白沢村と利根村の区

域が沼田市に編入されることに伴い、同日から

組合の名称は「沼田市外二箇村清掃施設組合」

に変更されます。

詳しいことは、同組合事務局1 １００９へ。

沼田市
指名競争入札
参加資格審査の申請

平成17年度に、市が発注する建設工事、測量

・設計・調査などの委託事業、物品の購入や製

造の請負の指名競争入札に参加を希望する業者

は、次のとおり参加資格審査申請書を提出して

ください。

なお、平成18年度から電子入札を導入予定の

ため、登録期間は１年間となります。

申請書

①建設工事・委託関係

群馬県様式、または国土交通省様式を使用

（規格Ａ４判）

②物品の購入・製造の請負

市の様式を使用（規格Ａ４判。市のホームペ

ージでダウンロードできます）

提出書類 申請要領を財政課窓口で配布するほ

か、市のホームページに掲載してありますの

で確認してください

受付期間 ２月１日(火)から28日(月)まで（土・

日・休日を除く）

※持参による受付となります

申請先 財政課窓口

詳しいことは、同課契約検査係1内線３２６

５、または３２６６へ。

組合の名称が変わります

来年度の指名競争入札について
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ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
で

す
。
皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
き

２
月
６
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会
（
午
前
８
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ

た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
別

▽
小
学
生
低
学
年
（
１
〜
４
年
生
の

男
女
）

▽
小
学
生
高
学
年
（
５
・
６
年
生
の

男
女
）

▽
中
学
生
（
男
女
）

▽
男
子
10
歳
代
、
20
歳
代
、
30
歳
代
、

40
歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
以
上

▽
女
子
10
歳
代
、
20
歳
代
、
30
歳
以
上

申
し
込
み

１
月
31
日(
月)

ま
で
に

三
月
六
日(

日)

、
県
立
森
林
公
園

21
世
紀
の
森
に
お
い
て
、
第
三
回「
21

世
紀
の
森
」
雪
祭
り
・
雪
合
戦
を
開

催
し
ま
す
。

雪
合
戦
は
、
一
チ
ー
ム
五
人
に
よ

る
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
行
い
、
予
選
リ

ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
順
位

を
決
定
し
ま
す
。
上
位
チ
ー
ム
に
は

豪
華
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
当
日
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

の
体
験
試
乗
、
地
元
特
産
品
な
ど
の

販
売
も
あ
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成

１
チ
ー
ム
５
人
（
男

女
混
合
可
）

参
加
費
（
弁
当
・
保
険
料
含
む
）

○
大
人
の
部(

中
学
生
以
上)
五
千
円

○
子
ど
も
の
部(

小
学
生
以
下)
二
千

五
百
円

締
め
切
り

２
月
10
日(

木
）

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
行
政
事
務

所
森
林
部
1

４
４
８
１
へ
。

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
老
人
医
療

制
度
は
、
疾
病
の
予
防
か
ら
治
療
、

機
能
訓
練
に
至
る
総
合
的
な
保
健
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
老
人
医

療
費
を
国
民
全
員
で
公
平
に
負
担
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

老
人
医
療
に
要
す
る
費
用
は
、
本

人
が
支
払
う
べ
き
一
部
負
担
金

を
除
き
、
社
会
保
険
や
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
各
医
療
保
険
者

と
、
国
・
県
・
市
か
ら
の
負
担

金
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
該
当
者
と
は

①
満
七
十
五
歳
以
上
の
医
療
保

険
加
入
者
（
誕
生
日
の
翌
月

一
日
か
ら
該
当
。
た
だ
し
、

誕
生
日
が
一
日
の
場
合
は
、

そ
の
月
か
ら
該
当
）

②
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
に

お
い
て
七
十
歳
以
上
で
あ
る

医
療
保
険
加
入
者
（
昭
和
七

年
九
月
三
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
が
該
当
）

③
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の

人
で
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
と
市
町
村
長
が
認

め
た
医
療
保
険
加
入
者

政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
と
は

○

障
害
基
礎
年
金
の
１
級
、
２
級
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人

○

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
・
２
級
　

・
３
級
と
４
級
の
一
部
に
該
当
す

る
人
な
ど

該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
、

印
鑑
と
障
害
年
金
証
書
、
あ
る
い
は

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
申
請
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
場
合

転
入
日
よ
り
老
人
医
療
該
当

と
な
り
ま
す
の
で
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
前

住
所
地
よ
り
交
付
さ
れ
る
負
担

区
分
証
明
書
を
持
っ
て
速
や
か

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
る
場
合

負
担
区
分
証
明
書
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
証
、
老
人
医
療
受
給
者

証
（
福
祉
医
療
該
当
者
は
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
証
も
）、

印
鑑
を
持
っ
て
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

医
療
機
関
で
受
診
す
る
と
き
は

①
保
険
証

②
老
人
医
療
受
給
者
証
（
白
）

③
健
康
手
帳

④
福
祉
医
療
該
当
者
は
、
福
祉
医
療

費
受
給
資
格
者
証
（
ピ
ン
ク
）

を
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
保
係

1
内
線
３
１
３
２
へ
。

国
保

広報ぬまた 平成17年１月１日

市
民
体
育
館
へ
（
小
・
中
学
生
は

承
諾
書
を
添
え
て
直
接
、
高
校
生

以
上
は
電
話
申
し
込
み
可
）

※
当
日
受
付
は
行
い
ま
せ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1
�
９

４
４
４
へ
。

⑩

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

第51回　市民スキー大会�



11

沼田市役所 1代表23－2111

政
課
林
政
係
1
内
線
３
２
３
７
へ
。

リ
ト
ミ
ッ
ク
の
意
味
は
「
よ
い
リ

ズ
ム
」
の
こ
と
で
す
。
リ
ト
ミ
ッ
ク

は
、
音
楽
と
体
操
を
う
ま
く
融
合
さ

せ
て
、
脳
に
良
い
刺
激
を
与
え
る
た

め
、
集
中
力
や
反
応
能
力
を
養
う
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
心

と
体
の
リ
ズ
ム
能
力
を
高
め
る
こ
と

が
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
操
の
目
的
で
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
、
跳
ね
た
り
し
て
、
楽
し

い
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

１
月
28
日(

金)

午
前
10
時
30

分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象

２
、
３
歳
児

講
師

阿
部
玲
子
さ
ん

参
加
費

無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
水
分
補
給
な
ど
は
各
自
で
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
６
２
０
４
へ
。

市
で
は
、『
サ
ク
ラ
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
作
戦
』
を
行
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
は
市
の
木
で
あ
り
、
私
た

ち
市
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
親
し

み
の
あ
る
も
の
で
す
。
そ
の
サ
ク
ラ

の
大
敵
で
あ
る
て
ん
ぐ
巣
病
の
防
除

を
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
次
の
内

容
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
情
報
の
提

供
や
、
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

内
容

○
皆
さ
ん
か
ら
の
て
ん
ぐ
巣
病
に
関

す
る
情
報
提
供
と
そ
の
収
集

○
地
元
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
て
ん
ぐ
巣
病

に
か
か
っ
た
枝
の
切
断
や
除
去
処

分
な
ど
の
防
除
作
業
の
実
施

事
業
期
間

情
報
提
供
期
間
　
１
〜
２
月

重
点
防
除
期
間
　
２
〜
３
月

情
報
提
供
や
詳
し
い
こ
と
は
、
農

「
い
つ
も
明
る
く
、
そ
し
て
笑
顔
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
笑

顔
で
仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
な

あ
っ
て
思
い
ま
す
し
、
た
く
さ
ん
の

元
気
を
頂
い
て
い
ま
す
。」
と
お
話

し
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
勅
使
河

原
歯
科
医
院
に
お
勤
め
の
織
田
澤
真

美
さ
ん
で
す
。

（
二
十
四
歳
）

母
親
が
医
療
関
係
の
職
場
で
働
い

て
い
た
た
め
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て

自
分
も
同
じ
道
へ
進
も
う
と
今
の
仕

事
に
就
い
て
五
年
目
。
現
在
は
、
歯

科
助
手
と
し
て
治
療
を
行
う
前
の
準

備
や
先
生
の
補
助
な
ど
、
受
付
も
担

当
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
は
、

丁
寧
に
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
で

き
る
よ
う
毎
日
が
勉
強
で
す
。

休
日
に
は
、
買
い
物
や
映
画
な
ど

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
沼
田
は
、
の
ん

び
り
し
て
い
て
落
ち
着
き
ま
す
ね
。

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
た
治

療
や
職
場
の
雰
囲
気
が
大
好
き
な
ん

で
す
。
日
々
の
仕
事
で
、
少
し
で
す

が
自
分
も
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
を
吸
収
し
て

早
く
一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

織田澤真美さん (柳町)

患
者
さ
ん
か
ら
元
気
を
頂
い
て

ふりートーク�

213

楽
し
い
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
操

て
ん
ぐ
巣
病
と
は
？

こ
の
病
気
に
な
る
と
、
枝

の
一
部
が
膨
ら
ん
で
大
き
く

な
り
、
そ
こ
か
ら
多
数
の
枝

が
出
て
鳥
の
巣
状
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
部
分
に
は

葉
が
つ
き
花
が
咲
か
な
く
な

る
た
め
、
開
花
時
に
著
し
く

花
の
数
が
少
な
く
な
り
葉
桜

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

状
態
で
放
置
し
て
お
く
と
年

々
て
ん
ぐ
巣
病
が
拡
大
し
、

木
が
枯
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
サ
ク
ラ
の
木

を
見
た
人
は
ぜ
ひ
、
情
報
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

て
ん
ぐ
巣
病
と
は
？
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第
五
回
定
例
会
は
、
十
二
月
七
日

か
ら
十
五
日
ま
で
の
九
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、報
告
一
件
、

市
道
路
線
の
認
定
、
沼
田
市
、
利
根

郡
白
沢
村
及
び
同
郡
利
根
村
の
廃
置

分
合
に
伴
う
沼
田
市
農
業
委
員
会
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
ほ
か
二
件
の
条
例
、
平
成
十
六
年

度
沼
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
ほ
か
七
件
の
補
正
予
算
お
よ

び
意
見
書
案
一
件
の
十
七
議
案
の
審

議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
は
八
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

第
一
日
（
十
二
月
七
日
）
午
前
十

時
に
開
会
し
、
会
期
を
十
二
月
十
五

日
ま
で
の
九
日
間
と
決
め
た
後
、
専

決
処
分
報
告
一
件
を
承
認
。

次
に
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

な
ど
四
議
案
を
審
議
し
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

次
に
、
沼
田
市
、
利
根
郡
白
沢
村

及
び
同
郡
利
根
村
の
廃
置
分
合
に
伴

う
沼
田
市
農
業
委
員
会
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
総
務

文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
。

議
会
の
う
ご
き�

◆
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

◆
12
月
定
例
会
の
概
要

広報ぬまた 平成17年１月１日

ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

今年で第45回を数える利根沼田ロードレース
大会が利南西部コース（利根実業高等学校ス
タート・ゴール）で開催され、参加した310
人のランナーは、師走の会場から風を切りな
がらゴール目指してスタートして行きました。

12月12日(日)

日ごろの努力を発揮して
利根沼田ロードレース大会

司厨士協会沼田支部の皆さんによる調理慰問
が実施され、福祉作業所で一足早いクリスマ
スが行われました。コックさんの料理に舌鼓
を打ちながら楽しいひと時を過ごし、最後は
全員にクリスマスプレゼントも贈られました。

12月8日(水)

コックさんの料理に舌鼓
司厨士協会福祉作業所調理慰問

昨年より合同で実施されている、利根沼田高
校ＪＲＣ協議会とボースカウト沼田第１団に
よる「歳末たすけあい運動街頭募金」が行わ
れ、子どもたちの呼びかけに足を止め、たく
さんの人から暖かい気持ちが寄せられました。

12月5日(日)

ＪＲＣとスカウトで街頭募金
歳末たすけあい運動

国道17号バイパス月夜野トラックターミナル
で、冬の県民交通安全運動利根沼田統一事業
として利根商生徒の協力を得て、交通安全啓
発運動が実施され、国道を行き交うドライバ
ー一人ひとりに安全運転を呼びかけました。

12月11日(土)～31日（金）

思いやる 心と心の 安全ぐんま
冬の県民交通安全運動
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「
人
生
の
楽
し
み
つ
く
ろ
う
生
涯

学
習
」
を
テ
ー
マ
に
二
月
四
日
（
金
）

か
ら
六
日
（
日
）
の
三
日
間
に
わ
た

り
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
生
涯
学
習
活
動
を
公

開
し
、
公
民
館
活
動
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
、
日
頃
の
学
習
成
果
や
利

用
団
体
の
活
動
内
容
を
発
表
し
ま

す
。開

催
期
間
中
、
お
楽
し
み
コ
ー
ナ

ー
や
講
演
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

と
き

２
月
４
日(

金)

９
時
か
ら

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

【
自
主
サ
ー
ク
ル
支
援
発
表
会
】

出
演
団
体

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ベ
ル

の
会
、
お
り
づ
る
、
う
す
ね
ダ
ン

ベ
ル
愛
好
会
、
ザ
・
天
狗
蓮
、
０

３
、
股
旅
・
天
狗
連
、
も
み
の
木

ク
ラ
ブ

【
展
示
コ
ー
ナ
ー
】

と
き

２
月
４
日(

金)

か
ら
６
日

(

日)

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時(

最

終
日
は
４
時
ま
で)

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

内
容

書
道
、
陶
芸
、
絵
画
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど

【
舞
台
発
表
】

と
き

２
月
５
日(

土)

午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
１
時
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

【
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
】

・
洋
菓
子
教
室
試
食
会
　
５
日(

土)

午
前
11
時
か
ら
（
菓
子
が
な
く
な

り
次
第
終
了
）

・
茶
道
お
点
前
発
表
　
６
日(
日)

午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
　

・
お
袋
の
味
試
食
会
　
６
日(

日)

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

と
き

２
月
６
日(

日)

午
後
１
時
か

ら
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

内
容

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
式
、

小
・
中
学
生
学
芸
文
化
・
体
育
特

別
賞
表
彰
式
、
柳
波
賞
贈
呈
式

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
２
、
ま
た

は
中
央
公
民
館
1

０
１
４
３
へ
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最

終
日
に
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
講
師

に
、
作
曲
家
で
（
社
）
日
本
童
謡
協

会
会
長
で
も
あ
る
湯
山
昭
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。
湯
山
さ
ん
は
、
子
ど

も
達
の
た
め
に
古
い
童
謡
の
伝
承
に

積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
新
し

い
童
謡
の
創
作
に
も
力
を
注
ぎ
、
数

多
く
の
名
作
を
生
み
出
し
続
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
市
制
施
行
五
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
柳
波
賞
受
賞
作

品
の
中
か
ら
「
す
な
ば
」
と
い
う
詩

を
選
考
し
、
曲
付
け
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
作
品
選
考
と
作
曲
を
湯
山

さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
楽
し

い
講
演
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

と
き

２
月
６
日(

日)

午
後
２
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

演
題

「
日
本
の
童
謡
と
私
」

講
師
紹
介

神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東

京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
作
曲
科
卒

業
。
主
な
作
品
に
芸
術
祭
大
賞
受

賞
の
「
コ
タ
ン
の
歌
」
や
「
お

は
な
し
ゆ
び
さ
ん
」「
あ
め
ふ
り

く
ま
の
こ
」
な
ど
が
あ
る
。
平
成

13
年
（
社
）
日
本
童
謡
協
会
会
長

に
就
任
、
楽
壇
の
第
一
人
者
と
し

て
、
童
謡
の
振
興
や
普
及
に
活
躍

し
て
い
る
。

続
い
て
、
沼
田
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
ほ
か
一

件
の
条
例
、
平
成
十
六
年
度
沼
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
ほ

か
七
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
市
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

第
二
日
（
十
二
月
九
日
）
と
第
三

日
（
十
日
）
の
二
日
間
は
八
人
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
四
日
（
十
二
月
十
五
日
）
沼
田

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
ほ
か
一
件
の
条
例
、
平
成

十
六
年
度
沼
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）
ほ
か
七
件
の
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、
沼
田
市
、
利
根
郡
白
沢
村

及
び
同
郡
利
根
村
の
廃
置
分
合
に
伴

う
沼
田
市
農
業
委
員
会
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。次

に
、
平
成
十
七
年
度
地
方
交
付

税
所
用
総
額
確
保
に
関
す
る
意
見
書

案
が
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
、
第
五
回
定
例
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

二
月
三
日
（
木
）
に
第
一
回
臨
時

会
、
二
月
二
十
一
日
（
月
）
に
第
二

回
臨
時
会
を
開
会
予
定
で
す
。

◆
次
の
議
会
の
ご
案
内

沼田市役所 1代表23－2111

記
念
講
演
会

湯
山
昭
さ
ん
を
迎
え
て

第
11
回
沼
田
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
34
回
公
民
館
ま
つ
り
を
同
時
開
催

湯山　昭さん



社
会
福
祉
法
人
　
群
馬
県
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
研
修
事
業
と
し
て
平
成
十

六
年
度
「
県
民
福
祉
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。

●
「
心
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
」

と
き

１
月
22
日
（
土
）

講
師

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
　
山
根
基
世
さ
ん

●
「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
『
子
育
て
の

時
間
』
か
ら
」

と
き

１
月
29
日
（
土
）

講
師

日
本
総
合
研
究
所
主
任
研
究

員
　
池
本
美
香
さ
ん

●
「
落
語
に
学
ぶ
家
族
の
絆
」

と
き

２
月
５
日
（
土
）

講
師

上
毛
新
聞
社
編
集
局
長
　
武

藤
洋
一
さ
ん

※
講
師
は
や
む
を
得
な
い
都
合
に
よ

り
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
間

各
講
座
と
も
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

会
場

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

８
階
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
新
前
橋
駅

徒
歩
５
分
）

定
員

300
人
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

申
込
期
限

各
講
座
と
も
、
開
催
日

の
１
週
間
前
ま
で

申
込
方
法

氏
名
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
フ
ァ
ク
ス
（
０
２
７

(
２
５
５)

６
０
４
０
）、
郵
送
（
〒

３
７
１
│
８
５
２
５
　
前
橋
市
新

前
橋
町
一
三
│
一
二
）、
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
（k

e
n
sy
u
@
g
-

shakyo.or.jp
）
で
応
募

※
参
加
不
可
能
の
場
合
の
み
ご
連
絡

し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
人
材

育
成
グ
ル
ー
プ
1
０
２
７(

２
５
５)

６
６
０
０
へ
。

保
護
命
令
の
対
象
を
、
子
ど
も
や

離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
退
去
命
令
の
期
間
を
二

カ
月
に
延
長
す
る
こ
と
な
ど
を
柱
と

し
た
改
正
法
が
成
立
し
、
平
成
十
六

年
十
二
月
二
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
内
容

①
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の
定
義

の
拡
大

②
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

③
市
町
村
に
よ
る
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
実
施
が
可
能

④
基
本
方
針
や
基
本
計
画
の
策
定

⑤
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化
な
ど

⑥
警
察
本
部
長
な
ど
の
援
助

⑦
苦
情
の
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理

⑧
国
籍
、
障
害
の
有
無
な
ど
を
問
わ

な
い
人
権
の
尊
重

詳
し
い
こ
と
は
、
県
総
務
局
人
権

男
女
共
同
参
画
課
男
女
共
同
参
画
グ

ル
ー
プ
1
０
２
７(

２
２
６)

２
９
０

５
、
ま
た
は
社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
1
内
線
７
６
２
５
７
へ
。

※
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト(h

ttp
://

w
w
w
.gender.go.jp/e-vaw

/inde

x.htm

）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

一
月
の
農
地
法
申
請
書
受
付
期
間

は
、
十
一
日(

火)

〜
十
七
日(

月)

で
す
。

な
お
、
農
地
の
権
利
移
動(

三
条)

の
申
請
は
翌
月
七
日
ご
ろ
、
農
地
転

用(

四
条
・
五
条)

の
申
請
は
翌
月
二

十
日
ご
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
許
可
・
不
許

可
が
決
定
さ
れ
ま
す
（
県
知
事
許
可

は
除
く)

。

ま
た
、
二
月
の
受
け
付
け
は
、
十

日(

木)

〜
十
五
日(

火)

で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
1
内
線
３
２
３
３
へ
。
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健
康
体
操
と
保
健
知
識
を
学
び
、

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
、
日
頃
の

健
康
管
理
を
目
的
に
平
成
八
年
九

月
に
結
成
し
ま
し
た
。
会
員
の
中

に
教
育
、
保
健
、
看
護
職
経
験
者

の
ほ
か
、
健
康
体
操
の
研
究
を
し

て
い
る
人
も
い
て
、
各
自
そ
の
専

門
知
識
を
生
か
し
な
が
ら
相
互
に

講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
、
錬
功
十
八
法
、
太
極

拳
簡
化
二
十
四
式
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
毎
週
水
曜
日
の
午
前
十
時

か
ら
東
原
新
町
会
館
で
行
っ
て
い

ま
す
。
終
了
後
は
食
事
会
も
開
催

し
な
が
ら
親
睦
に
も
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
大
歓
迎
で
す
。
連
絡
先
　
富
岡

千
恵
子
さ
ん
1

５
０
６
７
へ
。

健康体操「コスモス」

(会員16人)われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

135

【
講
座
内
容
】

【
共
通
事
項
】

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

～出会い・つながり～

配偶者暴力防止法が�
�改正されました�

あなたを守ります



こ
ん
な
時
に
は
す
ぐ
に
110
番
通
報
を

・
事
件
・
事
故
の
被
害
者
や
加
害
者

に
な
っ
た
と
き

・
事
件
・
事
故
を
見
た
り
、
聞
い
た

り
し
た
と
き

・
不
審
な
者
を
発
見
し
た
と
き

な
ど
、
警
察
官
に
す
ぐ
来
て
欲
し
い

と
き

110
番
通
報
す
る
と
、
警
察
官
が
次
の

こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す

・
事
件
で
す
か
、
事
故
で
す
か
？

（
事
件
・
事
故
の
別
）

・
い
つ
、
ど
こ
で
？
（
発
生
の
時
間
、

場
所
、
目
標
物
な
ど
）

・
ど
ん
な
様
子
で
す
か
？
（
現
場
の

様
子)

・
犯
人
は
？(

性
別
、
人
数
、
特
徴
、

逃
走
方
向
な
ど)

・
あ
な
た
の
住
所
、
お
名
前
は
？

（
事
件
･
事
故
と
の
関
係
、
連
絡

先
な
ど)

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
県
境
付
近
か
ら
110
番
通
報
し
た
場

合
、
他
県
の
警
察
本
部
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
通
報
途
中
で
電
波
が
途
切
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
再
度
通
報
し
て

く
だ
さ
い

急
を
要
さ
な
い
相
談
や
問
い
合
わ

せ
で
110
番
を
使
う
と
、
緊
急
時
に
使

用
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
「
♯
９

１
１
０
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
か
、
相

談
専
用
電
話
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
警
察
署
1

�
０
１
１
０
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
第
二
十
二
回
暮
ら
し
と
健
康
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
東
原
新
町
）→

三
万
円
▽
沼
田
市
婦
人
会
（
東
原
新

町
）→

四
万
円
▽
沼
田
盆
苦
楽
会（
榛

名
町
）→

一
万
九
千
二
百
二
十
二
円

▽
㈱
サ
ン
モ
ー
ル
（
桜
町
）→

八
万

七
千
百
九
十
四
円
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110
番
は
緊
急
電
話

110
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

携
帯
電
話
で

通
報
す
る
場
合

相
談
や
問
い
合
わ
せ
は

♯
９
１
１
０
へ

平
成
十
六
年
度
の
群
馬
県
最
低
賃

金
が
決
定
し
ま
し
た
。
事
業
主
、
労

働
者
の
皆
さ
ん
、
も
う
一
度
最
低
賃

金
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

精
神
的
、
身
体
的
な
理
由
な
ど
か

ら
最
低
賃
金
を
一
律
に
適
用
す
る
と

雇
用
機
会
を
狭
め
る
可
能
性
が
あ
る

労
働
者
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
労

働
局
長
に
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
個
別
に
最
低
賃
金
の
適
用

除
外
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
1
０
２
７(

２
１

０)

５
０
０
５
、
ま
た
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
。

職
場
を
支
え
る
あ
の
人
の

最
低
賃
金

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
度
の

群
馬
県
最
低
賃
金

県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います県有地を売り払います

県では、一般競争入札（県が定めた予定価

格以上の金額で最高金額の入札者と契約）に

より、県有地を売り払います。

売払物件

①所在 沼田市坊新田町字下原１２５０-２１

面積 ４１８．０１㎡

地目 宅地

参考価格 １，７９０万円

②所在 沼田市桜町字十三割１９８９-２

面積 ３３０．３１㎡

地目 宅地

参考価格 １，７８０万円

入札参加資格 個人、法人を問わずどなたで

も参加できます（地方自治法施行令第１６

７条の４に該当する人を除く）

申込期限 １月31日(月)県庁管財課必着

申込方法 所定の申込用紙

申込用紙配布場所 県庁管財課、県庁県民セ

ンター、沼田行政事務所､沼田土木事務所､

沼田市役所

入札実施日 ２月10日(木)

申し込みと詳しいことは、県庁管財課1０

２７(２２６)２１１２へ。

110番を正しく利用しましょう�

１月10日は110番の日です�

件　　　　名 時間額 効 力 発 生 日

群 馬 県 最 低 賃 金 ６４５円

７５４円

７４４円

７４２円

７４４円

平成16年10月１日

平成16年12月20日

鉄 鋼 業

一般機械器具製造業

電気機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

産
業
別
最
低
賃
金

最 低 賃 金 一 覧 表



広報ぬまた 平成16年３月１日

二
月
七
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

で
す
。
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

歯
舞
群
島

は
ぼ
ま
い
ぐ
ん
と
う

・
色
丹
島

し
こ
た
ん
と
う

・
国
後
島

く
な
し
り
と
う

お

よ
び
択
捉
島

え
と
ろ
ふ
と
う

の
北
方
四
島
は
、
戦
後

六
十
年
を
経
過
し
よ
う
と
す
る
今

も
、
そ
の
返
還
は
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
。
平
和
と
友
好
の
安
定
し
た
基
礎

の
上
に
、
国
際
発
展
を
目
指
し
、
こ

れ
ら
北
方
領
土
の
一
括
返
還
運
動
を

推
進
す
る
た
め
、
二
十
五
回
目
の
北

方
領
土
の
日
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
戻
せ

歴
史
も
語
る

北
の
四
島
（
し
ま
）

平
成
十
六
年
北
方
領
土
に
関
す

る
標
語
最
優
秀
賞

県
で
は
不
妊
で
悩
ん
で
い
る
人
に

無
料
で
個
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

毎
月
第
１
･
第
３
木
曜
日
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時

と
こ
ろ

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

６
階
（
前
橋
市
堀
之
下
町
）

費
用

無
料

申
し
込
み
方
法

毎
週
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
（
電
話
に
よ
る
予
約
制
）

※
祝
日
の
場
合
は
、
お
休
み
に
な
り

ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
不
妊
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー
1
０
２
７
（
２
６
９
）

９
９
６
６
ま
た
は
群
馬
県
庁
保
健
予

防
課
1
０
２
７
（
２
２
６
）
２
６

０
６
へ
。

法
定
外
公
共
物
と
は
、
道
路
法
、

河
川
法
な
ど
の
適
用
・
準
用
を
受
け

な
い
公
共
物
で
、
代
表
的
な
も
の
と

し
て
「
里
道
」「
水
路
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
法
定
外
公
共
物
の

う
ち
機
能
を
し
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
以

降
財
務
局
に
管
理
が
引
き
継
が
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

境
界
確
定
や
売
払
い
申
請
は
、
直

接
財
務
局
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。公

図
・
現
況
な
ど
で
は
財
産
管
理

者
が
明
確
で
な
い
た
め
、
ま
ず
沼
田

市
に
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
関
東
財
務
局
前

橋
財
務
事
務
所
総
括
国
有
財
産
管
理

官
1
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
９
１

へ
。こ

こ
ろ
の
不
安
や
悩
み
を
持
つ
人

の
、
電
話
相
談
を
精
神
科
医
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
お
受
け
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

と
き

２
月
20
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

内
容

こ
こ
ろ
の
不
安
や
悩
み
に
つ

い
て
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

専
用
電
話

０
２
７
（
２
９
０
）
２

９
２
０

費
用

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
精
神
保

健
福
祉
協
会
事
務
局
1
０
２
７
（
２

６
３
）
１
１
６
６
へ
。

16

北
方
領
土
返
還
運
動

こ
こ
ろ
の
相
談
の
ご
案
内

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

里
道
・
水
路
（
旧
法
定
外
公
共
物
）

の
管
理
が
変
わ
り
ま
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

広報ぬまた 平成17年１月１日

幹太くんはミニカーが大好き
で、自慢のコレクションを家に
いっぱい持ってます。テレビ番
組の「乗り物スタジオ」を見て
新しい乗り物の研究もしてます。
最近では、一人で着替えもでき
るようになりました。（栄町）

豊野　幹
かん

太
た

くん（２歳11カ月）

１月

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分

１／ 15 (土)
「ふゆめがっしょうだん」
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非
行
の
あ
っ
た
少
年
が
再
び
非
行

に
走
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
、
個
々
の
少
年
の
抱
え
る
問
題
に

応
じ
た
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

家
庭
裁
判
所
で
は
、
非
行
の
あ
っ

た
少
年
に
対
し
、
保
護
観
察
や
少
年

院
送
致
な
ど
の
保
護
処
分
の
決
定
や

刑
事
処
分
と
す
る
た
め
の
検
察
官
送

致
の
決
定
を
し
て
い
ま
す
が
、
保
護

処
分
な
ど
に
至
ら
な
い
少
年
に
対
し

て
も
非
行
に
つ
い
て
反
省
さ
せ
、
非

行
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
教
育
的
な
措
置

を
と
っ
て
い
ま
す
。

調
査
や
審
判
の
中
で
は
、
少
年
や

保
護
者
に
指
導
を
行
う
ほ
か
、
少
年

の
非
行
内
容
や
問
題
点
に
応
じ
て
、

非
行
に
つ
い
て
の
反
省
を
深
め
さ
せ

る
た
め
の
講
習
、
社
会
奉
仕
活
動
、

親
子
で
の
共
同
作
業
の
体
験
、
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
補
導
の
委
託
な

ど
、
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
を
目
的

と
し
た
措
置
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。詳

し
い
こ
と
は
、
前
橋
家
庭
裁
判

所
1
０
２
７
（
２
３
１
）
４
２
７
５

へ
。
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp:

//w
w
w
.courts.go.jp/)

で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

手
帳
に
訂
正
箇
所
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
帳
裏
の
見
返
し
部
分
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
、
地
下
鉄
路
線
図
の
Ｊ
Ｒ

山
手
線
田
町
駅
と
大
崎
駅
の
間
に

「
品
川
駅
」
の
表
示
が
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、「
東
京
駅
」
の
左

側
に
誤
っ
て
「
品
川
駅
」
の
表
示
が

あ
り
ま
す
。

訂
正
版
の
路
線
図
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ご
希
望
の
人
は
、
市
役
所
企
画

課
で
受
領
し
て
い
た
だ
く
か
、
協
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。詳

し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
統
計
協

会
事
務
局
1
０
２
７
（
２
２
６
）
２

４
０
２
へ
。

あやちゃんは、アニメのト
ト

ロがお気に入り。普段はお
兄ち

ゃんと遊んでいるので、テ
レビ

も戦闘シリーズを多く見て
いま

す。音楽に合わせて踊った
り。

時々、おばあちゃんとも公
園へ

散歩に出かけます。（下川田
町）

細田 亜
あ

耶
や

野
の

ちゃん（２歳２カ月）

〜
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る

教
育
的
な
措
置
〜

平
成
17
年
版
県
民
手
帳
の

訂
正
に
つ
い
て

裁判制度への
理解を深めましょう

１月のテーマは
少年が非行を繰り返さないように

２
０
０
４
年
に
話
題
に
な
っ
た
本

を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
忙
し
く
て

読
み
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た
本
、
買
お

う
と
思
っ
て
本
屋
に
行
っ
て
み
た
も

の
の
、
売
り
切
れ
て
い
た
本
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
一
般
閲
覧
室

テ
ー
マ

「
２
０
０
４
年
　
話
題
に

な
っ
た
本
」

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

１
・
２
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー
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広報ぬまた 平成16年３月１日

県
で
は
、
食
品
な
ど
の
安
全
性
確

保
に
関
す
る
県
の
施
策
の
総
合
的
・

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め「
県
食
品

安
全
基
本
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と

と
し
、
意
見
交
換
会
な
ど
に
よ
り
、

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、「
県
食
品
安
全
基
本
計

画
中
間
と
り
ま
と
め
案
」を
作
成
し

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

「
県
食
品
安
全
基
本
計

画
中
間
と
り
ま
と
め
案
」
に
つ
い

て
の
提
案
、
意
見
、
感
想

応
募
規
定

様
式
自
由

応
募
期
限

１
月
21
日
（
金
）
消
印

有
効

応
募
方
法

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
、
法
人
の
場
合
は
所

在
地
、
法
人
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い

基
本
計
画
中
間
と
り
ま
と
め
案
配
布

場
所

県
庁
食
品
安
全
課
、
県
庁
県

民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
事
務
所
、

県
保
健
福
祉
事
務
所
、
県
農
業
総

合
事
務
所

※
県
庁
食
品
安
全
会
議
事
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.

gunm
a.jp/shokukaigi/index.

htm
l

）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
食
品
安
全

課
1
０
２
７
（
２
２
６
）
２
４
２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
２
１
）
３
２
９
２

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スsh
o
ku
an
ze

@
pref.gunm

a.jp

へ
。

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
活
用

し
て
講
義
を
行
う
放
送
大
学
で
は
、

平
成
十
七
年
度
第
一
学
期
学
部
生
・

大
学
院
修
士
選
科
生
と
修
士
科
目
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
学
生

【
教
養
学
部
】
全
科
履
修
生
・
選
科

履
修
生
・
科
目
履
修
生

【
大
学
院
】
修
士
選
科
生
・
修
士
科

目
生

出
願
受
付

２
月
28
日
（
月
）
ま
で

募
集
要
項
の
請
求
（
無
料
）
と
詳

し
い
こ
と
は
、
同
大
学
群
馬
学
習
セ

ン
タ
ー
（
〒
３
７
１
│
０
０
３
２
前

橋
市
若
宮
町
一
│
一
三
│
二
）
1
０

２
７
（
２
３
０
）
１
０
８
５
へ
。

所
在
地

東
京
都
世
田
谷
区
経
堂

（
小
田
急
線
千
歳
船
橋
駅
下
車
徒

歩
５
分
）

対
象

本
県
出
身
で
、
東
京
都
や
そ

の
近
郊
の
大
学
、
ま
た
は
短
大
の

１
年
次
に
入
学
予
定
の
男
子
（
１

家
族
１
人
）

募
集
定
員

66
人

申
込
期
間

２
月
１
日(

火)

〜
28
日

(

月)

当
日
消
印
有
効

※
合
格
発
表
前
の
申
し
込
み
も
可

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
配
布
開
始
日

１
月
５
日

(

水)

配
布
場
所

(

財)

県
育
英
会
（
郵
送

希
望
の
場
合
は
120
円
分
の
切
手
を

同
封
し
同
会
へ
請
求
）

【
そ
の
他
】

決
定
方
法

書
類
選
考
と
面
接

決
定
時
期

３
月
中
旬

経
費
負
担

入
寮
金
５
万
円
、
寮
費

月
額
１
万
７
千
円
、
食
費
月
額
１

万
６
千
円
程
度

詳
し
い
こ
と
は
、
同
会
（
県
教
育

委
員
会
管
理
課
内
　
〒
３
７
１
―
８

５
７
０
　
前
橋
市
大
手
町
一
―
一
―

一
）
1
０
２
７(

２
２
３
）
１
１
１

１
内
線
４
５
４
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

(

２
４
３)

７
７
７
４
へ
。

放
送
大
学
学
生
募
集

学
び
た
い
！
　

そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

平
成
17
年
度「
学
生
寮
上
毛
学
舎
」

入
寮
者
募
集

「
県
食
品
安
全
基
本
計
画
」の

策
定
に
つ
い
て
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す

募
　
　
集

広報ぬまた 平成17年１月１日

まーくんは、テレビのデカレ
ンジャーが大好き。砂遊びも得
意で、近くの公園でよく遊んで
ます。二人のお兄ちゃんの真似
をしながら幼稚園へ行く練習
中。幼稚園に行ったら、たくさん
のお友達と遊んでね。（上原町）

�山　将
まさ

成
しげ

くん（２歳10カ月）
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群
馬
県
立
農
林
大
学
校
で
は
、
農

業
を
職
業
と
し
て
希
望
す
る
人
を
対

象
に
、
農
業
に
関
す
る
基
礎
知
識
や

専
門
的
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
平

成
十
七
年
度
「
ぐ
ん
ま
緑
と
大
地
の

学
校
（
就
農
準
備
校
）」
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み

封
筒
に
住
所
、
氏
名
、

申
込
書
希
望
と
明
記
の
上
、
80
円

切
手
を
同
封
し
、
農
林
大
学
校
よ

り
申
込
書
を
受
領
し
、
必
要
事
項

を
記
入
後
、
平
成
17
年
２
月
25
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
同
校
ま
で

申
し
込
み
下
さ
い

選
考
方
法

書
類
及
び
面
接

受
講
料

無
料
（
教
材
費
は
実
費
負

担
）

詳
し
い
こ
と
は
、
同
校
〒
３
７
８

-

３
１
０
５
群
馬
郡
箕
郷
町
西
明

屋
一
〇
〇
五
群
馬
県
立
農
林
大
学

校
1
０
２
７
（
３
７
１
）
３
２
４

４
へ
。

ぐんま緑と大地の学校

入校生の募集

巡回移動図書の日程
日 と　　き と　　　こ　　　ろ

9: 50～10:10
10 : 20～11:00
11 : 10～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 45～11:05
11 : 15～11:40
1 : 10～ 1 :30
1 : 40～ 2 :10
2 : 25～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:05
1 : 15～ 1 :35
1 : 45～ 2 :15
2 : 25～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 20～ 2 :50
2 : 55～ 4 :15
11 : 00～11:30
1 : 40～ 2 :10
2 : 20～ 2 :50
3 : 00～ 4 :20
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 4 :20

薄 根 町 公 民 館
旧 沼 田 保 健 福 祉 事 務 所
旧利根農業総合事務所農村整備部
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校

12
日
D

13
日
E

14
日
F

18
日
C

19
日
D

20日E

21日F

岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下発知町生活改善センター
奈 良 町 農 事 研 修 所
上発知町生活改善センター
中発知町生活改善センター
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
屋 形 原 町 農 村 婦 人 の 家
岩 本 駅 前 広 場
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町田町水田転作推進研修所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
東 京 電 力 ㈱ 家 族 寮
沼 田 東 小 学 校

1.2.3.10.17.24.28.31日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日１
月

���
���
���月　　 喫煙と肺がん

火　　 喫煙と心臓・血管の病気
水　　 喫煙と健康障害
木　　 喫煙への対策
金　　 喫煙の国際的動向
土･日 こどもの喫煙を防ぐために

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
13日(木)内科･眼科と21日(金)歯科です。
いずれも午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/
３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

平成17年度「ぐんま緑と大地の学校」募集内容

コ　ー　ス

入門：春夏野菜コース

入門：秋冬野菜コース

入門：花き基本コース

入門：果樹基本コース

定 年 特 別 コ ー ス

専 門 コ ー ス

内　　　　容

露地野菜栽培の初歩（実習）

花き栽培の基本（講義）

果樹栽培の基本（講義）

露地野菜栽培の初歩（実習）

野菜栽培の専門技術（実習）

開催時期等

4月～10月　日曜日　10回

8月～11月　日曜日　10回

4月～12月　月～金　20回

4月～12月　月～金　20回

4月～11月　日曜日　15回

4月～ 3 月　水曜日　40回

定員

15人

15人

10人

10人

10人

15人

対象者（H17.4.1現在）

65歳まで

50～60歳の勤労者

65歳まで

（水）

（木）

（金）

（火）

（水）

（木）

（金）



この広報は再生紙を使用しています

清
涼
飲
料
・
ビ
ー
ル
な
ど
飲
料
業

界
６
団
体
が
構
成
す
る
（
社
）
食
品

容
器
環
境
美
化
協
会
主
催
の
「
第
５

回
環
境
美
化
教
育
優
良
校
表
彰
」
を

沼
田
東
中
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

同
校
生
徒
会
発
案
の
活
動
と
し
て
、

近
く
の
城
堀
川
周
辺
の
清
掃
活
動
を

10
年
以
上
に
わ
た
り
毎
年
春
に
実
施

し
、
そ
の
環
境
意
識
と
地
域
環
境
美

化
の
実
践
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

環
境
美
化
に
貢
献
し
受
賞

とき １月11日(火)・17日(月)・24日

(月)・31日(月)／午後１時～３時

ところ 保健福祉センター研修室２

２月の税務相談はお休みです

とき 月曜日～金曜日（祝日を除く）／

午前９時～午後５時

ところ 保健福祉センター相談室

とき ２月16日(水)／午後１時～４時

／あらかじめ電話で予約を受け付け

ています。社会福祉課社会係(保健

福祉センター内)1内線７６２４２へ

ところ 保健福祉センター研修室２

とき 月曜日～金曜日(祝日を除く)／

午前８時30分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中

央公民館２階事務室隣)、電話相談

の場合は、1�５４１１へ

とき 1月4日･11日･18日･25日の

火曜日／午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 1月6日･20日、２月３日･17日

の木曜日／午前10時～正午、午後１

時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日、金曜日／午前10時

～正午、午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談

法 律 相 談

青少年相談

家庭児童相談

生涯学習相談

年 金 相 談

就業援助相談
（内職相談など）

（心配ごと・結婚・人権相談など）

種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所 対　　　　　　　象

詳しいことは、健康課保健係1内線７６２０４、または予防係1内線７６２０７へ

さわやか健康チェック

４ カ 月 児 健 康 診 査
1 0 カ 月 児 健 康 診 査
1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

午前10時～11時30分

午後１時～１時45分
午後１時～１時45分
午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

保健福祉センター

保健福祉センター
保健福祉センター
保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

平成16年10月12日～11月５日生まれ
平成16年３月25日～４月８日生まれ
平成16年７月２日～７月23日生まれ
平成13年10月７日～11月３日生まれ
平成13年11月４日～11月30日生まれ

エ ン ゼ ル ク ラ ブ

わ ん ぱ く ク ラ ブ

市 民 献 血

母 子 健 康 手 帳 交 付

１ 月 の 予 防 接 種

マタニティセミナー

個別接種(麻しん・風しん・三種混合・日本脳炎・ツベルクリン・ＢＣＧ)を実施中です。
実施医療機関は、「予防接種のお知らせ」のとおりです。
接種当日は予診表(押印)、母子健康手帳、保険証をご持参ください。

元
旦
の
朝
ほ
ど
日
の
出
が
待

ち
遠
し
く
、
美
し
い
日
は
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
身
体
の

隅
々
ま
で
染
み
渡
る
、
悠
々
と

燃
え
る
温
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の

中
に
居
る
と
、
何
か
達
成
で
き

そ
う
な
大
き
な
期
待
感
に
包
ま

れ
ま
す
。
太
陽
は
絶
え
ず
世
界

中
を
照
ら
し
、
大
地
に
熱
を
与

え
、
生
物
に
力
を
み
な
ぎ
ら
せ

ま
す
。
改
め
て
偉
大
で
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

二
月
の
合
併
を
筆
頭
に
今
年

も
躍
動
の
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

「
い
つ
も
心
に
太
陽
を
」熱
く
燦さ
ん

燦さ
ん

と
輝
け
る
年
に
、と
祈
り
ま
す
。

陽
春
に
想
う

２月１日(火)

２月22日(火)
２月１日(火)
２月15日(火)
２月３日(木)
２月24日(木)

２月４日(金)

２月23日(水)

月曜日～金曜日
（祝日を除く） 妊娠届出書をご持参ください。

２月の市民献血はお休みです。

国 民 年 金 保 険 料

国 民 健 康 保 険 税

市 県 民 税

上 下 水 道 使 用 料

固 定 資 産 税

12月分

10 期

随時期

５　期

４　期

納期限　１月31日(月)

今月の納税など
そ う だ ん

ほ け ん

20

午前８時30分～11時30分

１歳未満の乳児が対象です。お気軽にご参
加ください。

「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
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７
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馬
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沼
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市
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内
町
７
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８
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２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
企
画
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

全地区。体脂肪率・血圧・血液循環など
を測定します。

午前９時30分～11時
午後１時～３時

午前９時30分～11時
午後１時～３時

午後１時～４時
（予約制）

税 務 相 談

１歳以上が対象。栄養指導(午前中のみ)
と歯科相談(午前と午後)を行います。
子ども用歯ブラシをご持参ください。

２月７日･14日
･21日･28日
（月曜日）

初めて出産を迎える人を対象に出産準
備や心構えなどを指導します。申し込み
は１月20日(木)までに健康課保健係へ。


